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IMT-2020に関するイベント
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ハイプサイクルと標準化
新技術による過剰な期待（ハイプ）に対応して設置されるプロジェクト型グルー
プが多くみられる。これらは流行の終了と共に活動を終えるが、この過程でハン
ドブック的な文書が量産される。標準化ニーズが顕在化するのは技術が安定化し
てからなので実用的な標準作りとは乖離が生じやすい。

黎明期

流行期

幻滅期

回復期

安定期

転換点

成長シナリオ

失速シナリオ

成熟産業へ

メディアにより業界の注目度が上
昇。専門家囲い込みのため各SDO
一斉にグループ立上げ。

技術が成熟し、安定化。
本当の標準化ニーズはここで顕在化。

標準化体制を切り替え
活動の維持、継承


